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図】 DECSの概要

東北･上越析幹線か昭利】57ヱト抑タこいで開業L,好評真に運針-いである.｡

ヒトラニ製作仰ま長期にわたる日本切石紙道とグり支術協力により,電中では.

才こチ別な構造とLてボディマウント血｢丁子構造をもち,掛二,高出ノJ.軽量化,

告ノJ化された代地な中山を,総fナ節理･馴御システムでは,運転管押シス

テムいCOMTRAC∴ 電プJ系統別御システム ーーDECS∴ 情報管理システム

"SMIS''から成る‾l-り∵科でい列を妃乙-い,計許機を縦横に附吏Lた尉三和り空

卜【タルシてテムをん成させ,鉄道叫珪代化に大きく寅献Lた.っ

汀_卜ぺ恥昌一実験線で+t,iチト休を3仙坐結してイJ‾八′駐打実験か鞘始され,

実糊化に1∴=ナての研究開発が着実に准ダ=)れている_,

巾‥1-jの省エネ′しキー施勺てとLて,‖ヰ､回イナ鉄道ク)201系過軌′戸別土をはじ

れ 私鉄各什に電力止り1ミフレーーキ什十ヨ,ソノ＼rfiり御装置か多〈†訓Jされてき

ているが,‾むに.巾休プ‾)輯妄‡_i二化を｢‾-Ⅰ指L,新柁術を叩いた超輯冒二乙テンレ

叫叫か問発され,今後グ‾)宵ノ長か制作される｡また,化H:グ1松帆 純前作

能のIrり卜を[=旨Lたインバ･一夕糾別による7細蛸帥軌電申に一ルては,試

験電中を円いて工場構内上三脚走行.-;朋宥に.上りその件能が確認されたか,如

に･小断伯け也‾卜鉄にも対応てきる小彬GTOインバークを開発L,常半紙で

各柿〝)現小試験をリミ施L,√夫什‖ヒ/＼♂〕見過Lを柑た._.二のGTOインバー一夕

ト
リニアモータを紺,レみfナわせたリニアモータ電車は,k〕】転形モ

‾クに比較LてJ人ト=ょが帆くち･リ,′ト断[白け也下鉄として,より過した中

l･1+iが実･呪叶能で,近くjヒ行試験が実施される=

抜放 GTOサイリスククノ打i訂11大滝枕化ノ′､＼叫文机開発が急速に進んで

ぉり,チョリバやインバ【タなどの制御装置に丘こく適期されようとLている.｡

また,1‾に乞t■1-r-グレト形･柑旨iこ化グノ仰′先も進ふ,芥装一括=二そ〝)成果か比↓▲ノれる

か,牛小二ATS装置,ATC装置には専用LSlが拭川されるととい二,そ†i謂諒と論

丹部とを一体化して,人帖な′+､形･輯量化を実現させる装置の開発が行な

われている二

鉄道迷宮･業務の近代化を凶る千f立とLて,各装荷やサブシてテムを有

機的に結fナきせた鉄道トータルシステム化か進んでいるか,より高い†こ言柑

什と拡張件を追求Lて,LSI,マイクロコンヒュ一夕ノ女び九仁ミ逆手上称fを駈

伸したI‾て絹キ分散形システムかJムく普ノ之Lてきている1

軸外市場では常滑回け小ナにて三に～工機｢抑卜やティーーゼル機関中ち･ビグ)ニース

か多いか,二れらの中ロ小二一‾ルてもr叫生ブレーキ什など高什能化と省エネ

′しキーーー･保1竹の向_卜をH指L,政一汚か凶ノ)れている(_,また,北米アトラ

ンタ了打交通后j地下鉄`むトでは,小体の輯昂二化など,省エネ′しキーーに特に点

か同仁Jれている｡

r′=軌中部品関係では,社会的ニーズに対応して排1けス浄化対策七燃常

浪子印+◆策,更に機器の小形･輯岩化の研究開発か進め▲lノれ,マイクロコン

ヒュ一夕や専用LSIの適円が進められている｡特に,ターボ過給機では,

小形大衆車･2輪車用の超′ト形機を開発して,従来の人形車用かど〕′ト形車

用まで,幅J工い二Mズに対応できるシリーズ化を確立Lた.｡
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交通システム

菓]ヒ･上越新幹線の開業

1.東北･卜越新幹線電卓

東北新幹線Jよ昭和57年6f-J23日大

`とニ†～盛IJ訓芦-り,卜越新幹線は同年11月15日

大言～新潟間でそれぞれ営業運転を開

始して以来現存まで順調に篠勤してお

り!け評を博している｡

二二に使用されている車両は,多量の

降雪をイートラ寒i脊地帯やこう配区間(特

に_トニ越の中山トンネル,大i青水トンネ

ルでは最大12%〇′‾)二う配が14kmも統く｡)

を走行するため.耐寒耐平構造にして山

力増ヲ虫を図ると二特に,昭和54年2月に

試作された962形試験電車及び同年10

月に製作された925形電気軌道試験単に

おける各椎試験結果を反映きせており,

アコモデーションの改良,環J竜対策,省

エネルギー･省力化対策などの施策を織

り込んだ新設計となっている｡東海道･

山陽新幹線と比較した主要諸元を表1

に示す｡

2.電力系統制寺卸システム"DECS''

新幹線列車の了E常な運転を確保する

ための電力エネルギM供給を,監視･制

御する全く新しいシステムとして導入

されたDECSは,東北･上越新幹練の開

業と同時に正式に運転開始され,順調

に様垂わ中である｡本システムは,従来の

｢中央集中処理方式+に代わり,自動化に

伴う保安確保を現地レベルで確実にも

たせるために,現地側での自動化を高め

た｢ローカル分散処王里方式+を採用して

開発されたシステムであり,その概要は
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次の3階層から構成されているニ

(1)従来の配電鰭に代わり,｢相隣連動

方式+を採用し,マイクロコンヒュー一夕

の導入により判断処押機能を大幅に拡

張した｢変電所連動システム+

(2)情報伝送処理機能と†去j呈仁子和し件の

r｢り上をはかるた♂〕に新Lく口り発された

｢r7ゴンJ-〔遠メナ幣;捕2滞り御システム+

(3)`.･琵ノJ供給指令業務グ〕['Ⅰ動化とマニ

マシンインタフェースのでナ三哩化のため

の｢電力情報処≡哩システム+

である｡これごっシステムの導入により,

列卓逆転に必要なイ言栢J空が高く,高品

質の電力供給が実現されるだけでなく,

指令業務,保マ業務の省力化をはかり,

さらに,電力系統の高保安性の確保な

どに大きな効果をあげている｡本シス

テムの全体構成を図1に,総合指令本

部′走力指令所の概況を図2にホす｡

ヰL幌市交通局納め地下鉄東西線

トークノレシステムの稼動

臼_立春望作所は､昭和57年3月に開業

した東西線の延長(白才了～新さっぽろ

間6駅)にあたって,伝送管.曙システ

ム･日動【自1送運転システム･防災管理

システム･自動試験装i茸･売_上ニデータ

収集システムなどを製作L納入した｡

これらのシステムは,昭和53年束西

線開業時に稼動した札幌市‾交通局第2

f那皆トータルシステムの各サブシステ

ム間の情報授′受の強化を行ない,トー

タルシステムとして機能拡張を図った

ものである｡
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図2 糸祭合指令本部電力指令所

表l 新幹線電車主要諸元比重交表

器機

⊂コ
⊂コ

⊂コ
亡コ

機 器

配

電
盤

(SBd)

項 目
東北･上越新幹線電車 東海道･山陽新幹線電車

(200系) (0系)

列車編成両数

定 員′一編 成

】2両 16両

885人 l′342人(ひかり)

最小曲線半径

最急二う配

4′000m 2′500m〔4′000m〕

】5%｡

スラブ軌道主体

20%0 =5%0〕

路 盤 方 式

電気方 式

バラスト軌道主体〔スラブ軌道主体〕
AC25kV,50Hz

l.840kW(230kWX4>く2)

2】Okm/h

AC25kV,60Hz

三芳こ芸喜雷橋定票
性能i最高速度

l′480kW(柑5kW)く4〉く2)

210km./′h

主 要 寸 法

(幅ゝ長さX高さ)
3_38メ25×4(m) 3.38､ゾ25:く3.9了5(m)

車 体 構 造
軽合金溶接構造 耐候性鋼溶接構造

ボディマウント形 機器つり下げ形

台 車 形 式
空気ばね式2軸ボギー

歯車継手駆動(歯車数比29:63)
同 左

台 車 方 式 DT201(DT200Aに寒冷対策付) DT200A

力 行 制 御 サイリスタ連続位相制御

チョッパ連続制御式

主変圧器低圧タップ切換段制御

プ レ 【 キ 制 御
ATC速度段に応じた段制御式

発電ケーブル併用電気指令式空気ブレーキ 発電ブレーキ併用電磁直通フノレーキ

運 転調 和 方 式 ATCによる自動制御及び手動制御方式 同 左

空 気 調 和 方 式 ヒータ内蔵･冷房ユニット ヒートポンプ空調ユニット

換 気 方 式 連木売換気方式
連続換気方式

又は外気締切弁方式

列 車 無 線 漏洩同軸ケーブル式 空間波方式

室 内 設 備

普通車腰掛ピッチ:980mm

普通車内装二完芸芸芸才二三霊)2系
グリーン車内装:ワインレッド系の重厚調

普通車腰掛ピッチ:940mm

普通車内装:シルバ【調の単系

グリーン車内装:ゴールド調

注:〔〕内は,山陽新幹線
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区13 MLUOOl-l～3号車 3両編成走行実験

防災管理システムは,中央保笥二毒に

設置された制御用コンピュータと各駅

に設置されたマイクロコンピュータが

伝送路で接続された分散形システムで,

駅換気設備や熱源設備と連係した駅動

力のエネルギー制御･事故時の排煙制

御を行なうことを特徴としている｡

自動回送運転システムは,車上の自

動運転装置と地上設備である信号保安

装置･自動回送運転制御装置･安全設

備で構成され,｢ひばりが丘駅側線+

と｢東車両基地+の間約1.3kmの出入

庫線区間の車両回送運転業務を,本線の

運行管理システムと情報授′受を行ない

ながら,来車両基地内信号抜所の管玉里

により無人で行なう もので,入出J車用

乗務員の省人化を図ったものである｡

伝送管理システムは,東西線･南北

線両方の運行管理システムから列車運

行情報を取l)込み編集し,乗務区に設

置したCRT(Cathode Ray Tube)への

情報表示,自動出改札装置への終電案

内データの出力,その他電力管理･自

動回送運転システムと運行管手堅システ

ムとの問のデータ仁ミ送制御を行なう も

ので,二つの運行管理の情報を集約Lた

新しいシステムである｡

車 両

浮上式.鉄道実験線

東京～大阪問を1時間で結ぶ鉄追と

して開発が進められている浮上式鉄道

は,日本国有鉄道宮崎実験線で全線7
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図4 モロッコ国鉄納め直流電気機関車

kmにわたるU形軌道の延長+二事も完了

し着実に成果をあげている｡

昭和57年9月にはMLUOOl-1号申及

び3号車の2両編成による史上初の有

人走行実験に成功し,実用化に向けて

大きく前進した｡

臼二立聖豊作所では,3両編成とするため

の中間車(MLUOOl-2号申)を他メー

カーと共同で製作･納人した｡二の車

両は1～3号車の走行実験結果を反映

した台車構造の改良や超電ノ尊磁石を従

来の4個から小形軽量な8偶にするな

ど,新しい試みが盛リj生まれている.｡

昭和57年11Jlから3両編成の走行実

験が開始され,有人i子上走行に成功し

た｡今後は,走行+性能や乗客の乗I)心地

などの研究が進められる予定になって

いる(図3)｡

モロッコ国鉄納め回生ブレーキ

付直;充電気ヰ幾関車の完成

最近の資源国向け電気機関車は,鉱石

を山から運搬するための長大の貨物用

列車の牽引に用いられるため,こう配

での抑速グ〕ための電気ブレーキが重要

祝され,また鉱山用のため防塵構造の

採用保守性改善が丁主目されている｡

モロッコ国鉄納めE1200132t2,850

kW直i充電気機関車は,最大22tの発電

ブレーキ,回生ブレーキを備え高頻度の空

気ブレーキが可能なよう3,000J/minの

圧縮機を2台装備している｡一方,機械

室をプレッシャライズするなどの防塵構

造を施し,また,主電動機支持軸受をア

クスルローラ式とし,保安性の改善を図

るなど既納22両EllOOに比較して各種

の改善が凶られている｡この機関車は

全長21.7m,前面形二状は流線形を帯び

た形で優美な容姿である(図4)｡

新技術による超軽量ステンレス

構体の開発

日立製作所では,省エネルギー化の

ための軽量化と無塗装化による保守の

省力化を目的として,独自で開発した

立体骨組継手と,ピード出し外板を用

いた通勤電卓用軽量ステンレス構体を

開発した(国5)｡

この軽量ステンレス構体は,幅2.8m,

全長19.5m,高さ2.67m,乗客出入口は



区15 超軽量ステンレス構体の夕十観

ヨ‥

図6 東京モノレール株式会社納め700形車両

図7 GTOチョッパ装置

片側4箇所,屋根上中央部に集中J二じi令

ノ寿装置を搭載できる構戌で,設備品取

付金を除いた構体質量は4.5tまで軽量

化を図っている｡主な特長は次のとお

りである｡

(1)高抗張力ステンレスヨ欄SUS301を

才采用し,コンヒュー一夕による3二大元有

限要素法対言引fう構造解析により仲間部

柑の薄肉化を図っていること｡

(2)滞肉構造に澱過なうエ体骨組継子を

用い,主要骨組をスポット溶接結fナと

してひずみの発生を抑制し,かつ骨組結

合部の応力緩和を図っていること∩

(3)外枇は平枇を用い,特殊仙丁俄に

より任意の位置に､作意の形状C7‾)ピー

ド出しが可能で,斯Lいテサインに対

応できることなどである｡

東京モノレール株式会社納め

700形車両

東京モノレール株式会社では,i了㌻坊

装置搭載による乗客サービスのrrり上と,

単価の保守改善を目指して700形新形申

両4両を‾製作することになり,このは

ど完成,納入Lた｡

この車両は先に納入した600形アル

ミ製車両をより軽二岩二化Lて,宙二流駆動

による分散形式のi令テ寿装置搭載を可能

としたもので,客室中央の大井了白=ニュ

バボレータユニット,休‾卜に冷房機器

ユニットを分散配置する構成としてい

る｡乗客サービス面では航空機利用客の

大形手荷物用の荷物台を車輪宅腰才卦部

に設け,出入口の混雑緩和と乗客の流

図8 +Slイレ(ターン

付ATS

れのH消化を図っている｡また床下機

器構成は,--一般電卓と同様に実績のあ

るl彷水符入り機器を台枠下面にⅠ自二接つ

るぎ薬方式にLて保守件の1｢り卜を図っ

ている｡

GTO応用車両用制御装置の開発

茸妄近の電力鞘半j導体スイ ッチン グ素

r･の進少は著しく,特に強制転流回路

の十こ要なGTO(ゲートタMンオフ)サ

イリスタは,高耐圧･大電丁充化の技術が

進み,申向鞘利手卸装置への適用が叫能

となった｡【1立春望作所ではGTOサイリ

スクを糊いた主担】路子ョソパ装帯,界

磁チョッパ装置,可変電†t･可変周波

インバータ装置を開発した(図7)｡

GTOサイりスタは自己消弧能力を有し,

従来のサイリスタに比べて転流【h_li桁か

不要となり,装置の小形･輯員二化が図れ

る_卜,スイ､ソテング速度が速いので高岡

i侵化が容易となり,より高度な制御が可

能となる｡また転J充電i充が流れないた

め,軌道上に設置きれた信号機器への誘

や障害を軽減できるなど利点が多く,

今後の車両用制御来旨鞋への適用が期待

されている｡

LSlイヒノヾターン付ATSの開発

LSI化パターン付ATS(自動列車停

_11二装置)を開発し一た｡本装置に用いた
LSIは,従来ATC装置(自動列車制御装

置)で多くの実績を有するディジタル式

リング演算回路を､1チップに集積した

もグ)である｡

開発した装苫(国8)は,上記のLSI

を使用してフェイルセ【フー性を徹底的

に追求したほか､このLSI距離カ･ウン

タ,デー一夕メモリなどから成る演算回路

を7rリント基枇2校に実装し,装置の

′ト形化､高信頼度化をはかっている｡
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図9 交流回生方式小形･

軽量化車両用変圧器

図10 66/22kV

単相8MVA SF6

ガス絶縁変圧器
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交i充回生方式小形･軽量イヒ車両用

変圧器の開発

本変圧器は日本国有鉄道か新幹線二将

来形電卓用機器の研究として,交流回

生ブレーキ方式の技術課題にとりあげ

たものであり,システムに適Lた変圧

器特性にするとともに,従来技術に対し

20%の軽量化をはかったものである(図9)｡

(1)二次巻線の分割数とりアクタンス

配分を工夫し,回生電圧の確保とイ立和

利御時の高岡披電流.の低減をはかった｡

(2)主電動機と主変圧器を組み合わせ,

電子計算機による走行シミュレーショ

ンを行ない,各巻線の定格を合理的に

定めた｡

(3)走行時の巻線址度を実測できるよ

うに,光ファイバ式の温度センサを装着

し,i温度上昇伸二計算精度の1rり上をはか

るようにした｡

(4)シリコーン油とポリアミド絶縁物

の構成によるH穐絶縁化と,劣化生成水

分を除去する吸着剤の装着により,仲村

～温度を高め軽量化を図った｡

SF6ガス絶縁変圧器の開発

帝都高速度交通営団向J京変電所向け

66/22kV,単相8MVAx3台(バンク容量

24MVA)SF6ガス絶縁変圧器を完成し,

納入した(図10)｡

本変電所は地下鉄用として地下に設

置されるため,特に防災が重要視され,

22kV以下にはモールド変圧器を,受電
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図Il振動解析用移動計測車の全景

済

図12 自動車用超小形ターボ過給機"HTO7”

用変圧器には本SF6フナス絶縁変仔器を

採用し,GIS(オス絶縁開閉装置)l白二

結方式とLて全体の′ト形,不燃化を【司

つている｡

本SF6オス絶縁変圧器の特長は下記

のとおりである.｡

(1)j脊却系統を二重化L,一系統で

100%負荷運転を可能とLた｡(2)巻線に

インタリーブ巻線を採用L,電イ立分布の

均一化を図った｡(3)E椎絶縁とLて耐

熱性を高め,′ト形･軽量化をL』った｡

移動計測幸の完成

大成建設株式会社技術研究所納め,

移動計i別事をこのほど完成した｡棺動

計i則車は,各現場で行なわれる起粘実

験によるデータの計測と解析･を行なう

ものである｡

本装置は4 t単に,テー一夕計i別業置,

テ㌧一夕処王堅装置(ミニコンヒュ一夕シ

ステム),防振のための施主動緩碓i装置,

静止形CVCF･装置な･どの電～も設伯,～

空調設イ鼠 通イ三設備,保安設順などを

搭載している(図11)｡デ)一一夕計測装置

は,32チャネルの計測人力を備え,グ

ラフィ ックディ スプレイ,ノ､-ドコピ

ー,タイプライタなどを装備したデー

タ処王翌装置により,チータ収録,スノー

クトル解析,モード解析などの振動解

析を行なうことかでき,原子力発電設

備,高層ビルなどの耐震研究に大きく

寄与することが期待できる｡

自動車部こ晶

自動車用超′ト形ターボ過給機の

開発

最近,ターボ過給機が′ト彗■1乗用車に

も普及Lつつあるが,今後はエンジン

排気量1,000ccクラスの大衆車,軽自動

車およぴオーートバイにも使用されるこ

とか予想される｡このため,従来機種

に比較Lて大幅に小形･軽量化を実現

した超小形ターボ過給機HTO7(適用エ

ンジン排気量400～1,000cc)を開発し

た(図12)｡

′ト形･軽量化は超高速回卓云化によっ

て可能であり,拉高担]転速度24万rpm

を実現することにより,羽根車の直径は

40mm以下となっている｡これによっ

て垂岩は従来機椎に比較Lて約30%軽

減されている｡また,流体性能は広し-i充

岩範開において週給できる特性をもっ

ており,′ト形エンジンに適した特徴を

備えている｡

単車用燃料噴射システム

熟練式空気i克量センサとボールバル

ブ形インジュクタを使用し,マイクロ

コンヒ=ユMタで燃料量の制御を行なう

単車用燃料噴射.システムを開発した｡

本システムの主な特徴は,

(1)熱線式空気流量センサをエアクリ

【ナに内蔵

(2)インシュクタは燃料の霧化を向上

L7二旋回i充式

(3)燃料の噴射呈のバランスのとれた



匡】13 単車用燃料噴射システムの構成部品

轡 ¢
区I14 巻線界石益スタータ(左)と新石立石

界弓滋スタータ(右)

グループ噴射

(4)マイクロコンビューータによる部品

故障時のバ､ソクアップ機能付き

である｡システムを構成する全部品(図

13)を日立製作所で生産,昭和57年7

月からヤマハ発動機株式会社に納入を

開始し,現在,ⅩJ750D(空i令4サイク

ル,並列4気筒,750cc)にYFIS(ヤ

マノ､フュエル インジェクション シス

テム)とLて搭載され,好評を得ている｡

永久磁石界磁式スタータの開発

永久磁イl▲を界磁に性別Lた【′l重力中川

スタータを開発した(図14)｡従来の磁

石界磁スタ=タは巻線界磁に比べトル

ク性能が約70%と似こく,帆～息時に大きな

バソテり-を條鞘すると磁fl▲の永久械

磁かあった｡新開発の磁イJ界磁スターー

タは,電機子反作用グ)増磁界を有効に流

用する高i劃磁率の磁極けを,永久磁ノ打と

並べて配置するイ磁気担】路とLて高トル

ク化を図り,巻線界砧左と比へ5ワーク♂〕全

長矢岳縮と13%の軽竜化を[到一ノ/∴.また,

高件能永久磁イ√を･採用し,永久i械磁耐

プJを従来の2ナたにIEIJ上Lた(〕

この結果､自動車用とLて糾めて日

産自動車株式会社FFりッターーカーー(マ

ーチ中)に採輔が内岩三L/二し〉

ノ
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図t5 気化器用電子制御装置

気イヒ器用電子制御装置の開発

排Il11オス他州川白二を描′二E〉′二l･て-燃ゼ暮～,

享軌ブJ旧三能を改き与するた･ダ)に,小♂‾))基転

状態に応じてきめ細かく空燃比を副手卸

する必要がある.｡そこで対応策の--ノJと

してエン ジングJマニ.ヤーノルトノーi三プJ,l白】

転数等かごJ運転兆態を検知L乞も化一声諒の

?と燃比を制j卸‾‾う▲る装置を開発した(匡1

15)｡

二の装置は,マイクロコンビューー一夕

と【′1動中寺朋ノ)人山ノノLSIとを中心

に構J戎されており,02センサ,Li三カセ

ンサ,水iた】1_センサ等か⊥-ノブ‾ノアナロ グ､‾信

弓･,点火コイルかごリノ‾)ノ､′レス†.一言号など

を人ナノ仁子号とLて,通常山一打,■し■占rtl力七

千∴ 減速走イ十等の各運転北態に適した

空燃比となるように‾;(化旨諒を制御する(つ

重た,各センサグ‾)爪三助北態を診断し

図16 DCY306形温水式

フルオートチョーク気イヒ器

異常を検出したときは幣報をHすと同

時にバックアップを行ない,付こ＼卜作,

安全性のIr-+上をも周一ノてある｢一

温水式フノレオートチョーク気イヒ器

エンジンj令却水を熱1咄とする1仰の

サーモワックスにより,エンシ､ン始動

‖麦機略の空燃比およぴ【叫虹数プ〕制御機

能を有する,i且水+式フルオートチョー

ク気化器を開発L7二(図16)｡イこ;も化器

のオートチョーク機純により､エン ジ

ンの暖機状態を向接感某‖L/二言別捌か

行なわれ,

となった｡

の小型車

り,今後,

始動帳機什能ノノ向_上か可能

硯イ11 L一座暮上I垂川】二株∫(仝什

(バルサ【)にj‾右朋されてお

本気化器の他の串柿へグ)抹

用拡大か期待されている､〕
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